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天雪渓高山福物ヒドー

躊.7卜8 ng窮夢LT
昨年の7月 東薄τ 7月 のスキ ーにはリリ

ォ ト
｀t打 った つも りにつたが 、一年が5ざ
るこそんな ことはコ LLっ とも れて、万坦さ

んから誘われるまま針^木 大
雪渓茎滑ろこ

とにTつ てしまった。

前たキヤね働いに集 4_iし 、卑で'ム 発 した。

輸ャ^S.ハ 、で
,%距ヒし昂末駅に基 く。太沢ノ|、

尾∧^山 五ではなく、宅
‖1牟 いa tt t昼 う。

■つ程■>テ イを越 んたけτ通じなくな り

て禾 ム合^下 でた岸⌒波 ろ。が 〒したバー

カーはあオとそ^=き を り雪燿 ^才 端ヘム

たようだ。水を痕 るとすぐに雪髪ヘネ端で.

幕営にになつてしヽら。す(.に テントと弘り

,車たなってよ発する。
雪歿末場 ζアイビンとっ1す た。

こ4t l夕楽

だった。うむッチζ̀今 へ木畔 につ t、 F_。 途

甲ママ 7ボ 上部 ^急会卜面が澤
3れ 程で次い

がみ
`は
宏ぃ斜面だ。4宵 在眸 (3人 球針 ^

本去五往復 し、億は小屋 ^陽 向で 卜
カゲt

'た

みしt.
3時過き・にうが降リムじう人^帰

ろ府向

が'長 になろ。侍っこ進/1ヽ 1峙向、由久中t

カッパt尾 ずに帰って きた。

/卜 屋で駒嗅 乙え、かスヘ有
~^木
峠から猾

り1粉 汰ゐ。 |"cL差 に切 つF薇 と食ってし1

ろ乃週

“

けしヽっもぃ妻じり1史
'つ

に対旱.っ てfTく・
ノ、方から寝だらウ^暑業で

'場・りづらt)・ 最

薇作乏1真 なた下り宏し」諄働^ム た
。そこは

8、

及 々々々^雪 γだで月辱リモリで
しあぃにはオ呈城量≧

い。る退にはt週 ^人葎次 体えがりた絶た
'っ

たこしきりにもつてくに ろ。

高野さん^調
うが
・
今一歩τ.0かなかメリ

てしなし3・ 傾斜ブリろくな るこつ度慮雪埃

上^石
コいが`点になる。良さそうな外励■

a3ぃ ひらぃしながらテントt下 ろ。下卸
で|↑ 駒|すよドつてスリ、口々きがうし^民だ

|す かヤたら強ιゝ・

雪髪ほとてtゞ太域Lと は tヽ たなかつた力ヽ、

テ ント^中
|ま イ穴蛯でメt、 しヽ こヽ騒 とお tヽ し

ぃ載洒でた満足、丈満塩 .翌 日 |す ママ空ヘ

ろ人で分う予定だつたが 、た半か りよ太詢

は養らえこ全くしてしまういにた分だつた

よ うだ。

翌 日は雪 T^て .ゅ っく りた き  ヽ ゆ つ (り

CA‐ 、ゆ っ く り公発 す る。 帰 りぼ太 天
ノト尾

へ前からムこと婦ズ^下 ろ.ひ とtヽ 酌だ
.つ

た。
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